
コンピュータグラフィックス 情報可視化 レポート 

 
1. はじめに 
オリンピックの獲得メダル数とそれに関連したデータを可視化する。 
以下の 2 種類のデータを作った。 
・メダルを獲得したことのある 131 カ国の国別の総計メダル数とそれに関連したデータ 
・⽇本選⼿団の夏季オリンピックの時系列データ 
 
2. 国別のデータ 
[⼊⼒データ]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[変数 17 項⽬] メダル数は第 1 回から第 31 回オリンピックまでの総計 
・夏季参加回数(S_part) 
・夏季⾦メダル数(S_gold) 
・夏季銀メダル数(S_silver) 
・夏季銅メダル数(S_bronze) 
・夏季合計メダル数(S_medal) 
・冬季参加回数(W_part) 
・冬季⾦メダル数(W_gold) 
・冬季銀メダル数(W_silver) 
・冬季銅メダル数(W_bronze) 
・冬季合計メダル数(W_medal) 

・名⽬ GDP(GDP)  
・夏季開催した回数(S_hold)  
・冬季開催した回数(W_hold) 
・⼈⼝(Population) 
・国⼟⾯積(𝑘𝑚#)(Land)  
・⼈⼝密度(⼈/𝑘𝑚#)(Density) 
・地域(Area) 

1:アジア   4:北アメリカ 
2:アフリカ  5:南アメリカ 
3:ヨーロッパ 6:オセアニア



[全体の可視化結果] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PCP の表⽰個数や軸の個数を変化させて、詳しく⾒ていく。 
 
① 夏季メダル数と GDP の相関 

 
夏季の⾦・銀・銅メダル数、合計メダル数、GDP
は正の相関があり、GDP が⾼いほどメダル数が多
い傾向があると⾔える。これは GDP が⾼いほどス
ポーツ選⼿の育成や強化に関わる⾦額も⾼くなり、
選⼿が強くなるのではないかと考えられる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



② 夏季開催回数と GDP と夏季メダル数の相関 

左図から、夏季開催したことがある国は少なく、強い相関があ
るとは⾔えないが、夏季開催回数と GDP と夏季メダル数には正
の相関があることがわかる。これは、GDP が⾼いほど、夏季オ
リンピックを開催する回数が増え、その結果獲得するメダルの数
も多くなる傾向があることを表していると考えられる。 
 
 
 
 

 
③ 冬季参加回数と夏季・冬季メダル数の相関 

 
左図から、冬季参加回数と夏季・冬季メダル数の間には正の

相関があることがわかる。冬季参加回数が多いほど、冬季メダ
ル数が増えることは予想がついていたが、冬季参加回数が多い
ほど、夏季メダル数が増えることは意外だった。 
 
 
 
 
 
 

④ GDP・⼈⼝・国⼟⾯積・⼈⼝密度の間の相関 
 
左図から、はっきりとした相関は⾒られな

いが、⼈⼝や国⼟⾯積が⼩さいほど、GDP、
⼈⼝、国⼟⾯積、⼈⼝密度の間には正の相関
があると考えられる。 
 
 

 
 
 
 



⑤ 冬季メダル数と冬季開催回数の相関 
 
左図から、冬季メダル数と冬季開催回数の間

には正の相関があることがわかる。このことか
ら、冬季オリンピックを開催したことのある国
は、冬季のスポーツができる環境が整っており、
選⼿の強化につながっているのではないかと
考えられる。 
 
 
 
 
 

 
3. ⽇本選⼿団の時系列データ 

 
[変数 10 項⽬] 夏季・冬季ともに同じ 
・年度(Year) 
・⾦メダル数(Gold) 
・銀メダル数(Silver) 
・銅メダル数(Bronze) 
・合計メダル数(Sum_medal) 
・⽇本選⼿⼈数(Player) 

・⽇本参加競技数 Sport) 
・⽇本が開催国かどうか(Japan) 
   1:⽇本が開催国ではない 
   2:⽇本が開催国である 
・開催地の⽇本からの時差(Timezone) 
・⽇本の名⽬ GDP(GDP) 

 
3.1 夏季オリンピック 
[⼊⼒データ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[全体の可視化結果] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PCP の表⽰個数や軸の個数を変化させて、詳しく⾒ていく。 
 
① GDP、選⼿⼈数、参加競技数、メダル数の相関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左上の図より、選⼿⼈数、参加競技数、GDP の間には正の相関がある。また、右上の図よ

り、選⼿⼈数とメダル数の間にも正の相関がある。選⼿⼈数が多いほど、参加競技数とメダ
ル数が多くなり、GDP も増加していることを表している。GDP が増加すると、⽇本のス
ポーツに対する予算が増えて選⼿の育成や強化が進み、選⼿⼈数が増えているのかもしれ
ない。 
 
 
 
 



② 参加競技数と開催地の⽇本からの時差との相関 
 
左図から、参加競技数と開催地の⽇本からの時差
の間には負の相関があることがわかる。データを
⾒てみると、時差が⼩さい東京・ソウル・シドニ
ー・北京オリンピックの時は参加競技数が⽐較的
多くなっている。 
 
 
 

 
③  メダル数と⽇本が開催国かどうかの相関 

 
左図から、⽇本で開催されたのは 1 回のみのため、は
っきりとした相関を⾒つけることはできないが、⽇本
で開催されたときのメダル数は、他と⽐べてかなり多
いことがわかる。また、東京オリンピックの⾦メダル
数は 16 個で歴代 1 位のため、⽇本で開催されること
は、メダル数に影響を与える可能性が⾼いと考えられ
る。 
 

 
3.2 冬季オリンピック 
[⼊⼒データ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[全体の可視化結果] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PCP の表⽰個数や軸の個数を変化させて、詳しく⾒ていく。 
 
①  GDP、選⼿⼈数、参加競技数、メダル数の相関 

 
左図から、夏季オリンピックと同様に、冬

季オリンピックの選⼿⼈数、参加競技数、
GDP の間には正の相関があると⾔える。 
 
 
 
 
 

②  メダル数と開催地の⽇本からの時差との相関 
左図から、メダル数と開催地の⽇本からの

時差との間には負の相関があることがわか
る。冬季オリンピックの場合、⽇本に近い国
で開催されたオリンピックの⽅が、時差や
環境に慣れやすいため、メダル獲得数が増
えたのかもしれない。 
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